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1. 研究背景と目的 

土壌中などの微生物が呼吸時に放出する電子を用

いて、発電する装置、MFC があることを知った。

MFC では、発電する微生物（土壌ではジオバクター

類）が多いほど、もしくは微生物の活性が高いほど、

放出電子が増えるため、その電圧も高くなる。これ

を利用し、３種類の土壌を用いた MFC の電圧から、

各土壌中の微生物数が異なるのか比較することを目

的とした。 

２．仮説 

土壌は表層から、落ち葉の積もった O 層、それが

分解されてできる腐植と呼ばれる有機物が豊富なA層、

腐植が少なく有機物の少ない B 層と区分されている

(国立科学博物館)。土壌では真砂土が B層、畑や弓道

場の土壌が A、O 層である。以上から微生物の餌とな

る有機物が多い畑や弓道場の土壌を用いた MFC の電

圧が、真砂土を用いたものより高くなると予想した。

なお畑と弓道場の土壌では、過去作物を植えていた

畑の方の電圧が高くなると考えた。 

予想電圧：畑の土壌>弓道場の土壌>真砂土 

３.材料 

・カーボンフェルト（炭素でできている） 

・ダイソーのフィギュアケース（容器になる） 

・データーロガー（電圧を測定する） 

・真砂土（ホームセンターで購入） 

・畑の土壌（表面の土壌を採取） 

・弓道場の土壌（表面の土壌を採取） 

４.方法 

<MFC の作成>（各土壌で２個ずつ） 

① 弓道場と畑で、表層から深さ５cm までの土壌を採

取した。 

② 採取した２種類の土壌と真砂土を篩った。 

③②の土壌を底から８㎝の所に２つ穴を開けたプラ

スチック容器にそれぞれ１㎝の所まで盛った。 

④片方の穴に導線を通し、カーボンフェルトと繋ぎ

土壌の上に乗せた。 

⑤その上に②の土壌を底から６㎝まで被せた。 

⑥もう片方の穴にも導線を通しカーボンフェルトと

繋ぎ土壌の上に乗せた。 

 

 

⑦その上にカーボンフェルトが浮く程度精製水をか

けた。 

<電圧の測定> 

出来上がった MFCとデーターロガーを繋ぎ、35℃のイ

ンキュベータで培養し、電圧を測った。 

５．結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上の図の通り、弓道場の土壌>畑の土壌>真砂土の順

に電圧が高くなった。 

６．考察 

<上記の結果に至った理由> 

畑は耕作放棄されたことで有機物が減少、一方弓道

場は弓道部員が熱心に草抜きをしていたため有機物

の供給が盛んであった。また真砂土はB層のため土壌

中に有機物がほぼ含まれていなかった。有機物の含

有量の差が土壌中の微生物数もしくは活性に差をも

たらした原因と考える。 

<発見したこと> 

耕作放棄前の畑の土壌を用いた MFC の電圧データ(微

生物燃料電池の最適温度を探るより) と比較すると

耕作放棄され二年が経過した私達のデータでは電圧

が約1/2倍となっている。ここから耕作放棄されると

土壌中の微生物数もしくは活性が大きく減ることが

分かった。 
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